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1. は じめに

 日本語教育実習の授業で は、留学生センターのプロジェク トワー クの授業 に半期を

通 して参加 させていただき、実際に 日本語教育の現場を見 る機会 を得 ることができた。

また、上條厚教官の 日本事情の授業 を参観 させていただ く機会 もいただき、様々な形

態の 日本語教育について学ぶ ことができた。 日本語教育実習で学んだことを整理 しな

が ら、 自分が気付いた点を以下にま とめていく。

2. プコジェク トワークに参加 して

z.1 プ1コジ皿ク トワークの授業形態について

 プロジェク トワー クの授業は、留学生センターの 日本語研修 コースの授業の一環 と

して行われてお り、週一回、3時 間の時間が当て られている。2002年 度前期 日本語研

修 コースでは、全17回 のプ ロジェク トワークが行われた。受講生 は始 め、日本語検定

1級 合格者 が3名 、初 中級 が3名 、初級の学生が3名 の計9名 の学生であったが、途

中初級の学生2名 が入 り、最終的 には11名 のクラスであった。国別に見ると、韓 国か

らの学生が5名 、中国か らの学生が4名 、 ドイツか らの学生が1名 、ポル トガル から

の学生が1名 であった。

 プ ロジェク トワークの授業では、能力別にクラスが分 けられているわけではな く、

検定1級 合格者 と初級学習者が同 じ一つの教室で授業を受ける とい う形態 をとってい

る。 この ような能力差のある学生 を一つの教室で一緒に学ぱせ る目的は、プ ロジェク

トワー クが学習者主体の授業形態であるこ ととも大 きく関わっている。 プロジェク ト

ワークでは、学習者 自身が共同で作業を行い、一つのものを作 り上げる作業であり、

その作業 を通 して、実社会で役立つ コミュニケーシ ョン能力を身につ けることを目標

としてい る。そのため、教師が一方的に授業を運営 してい くとい うよ りは、生徒の主

体性にまかせてい るところが多い。例えば 「好 きなもの紹介プロジェク ト」や 「お し

ゃべ りパーティープ ロジェク ト」では、学習者1人1人 に何 らかの役割を与 えた上で

実行委員会が結成 され 、実行委員長 を司会進行役 として授業が進 められ る。実行委員
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長や副委員長 などの中心的な役割 には、中・上級の学習者がっ くことになっていたが、

授業の進行 を行いなが らみんなの意見をま とめていくとい う作業は、上級 の学習者で

も難 しい ようだった。そのため、初めの頃は 自分たちの母語で話 し合いを行 った り、

教師に助 けを求める場面 もよ くみ られ た。 しか し、何回か回を重ねる うちにそ ういっ

たこともみ られ なくな り、逆 に、中 ・上級の学習者が初級の学習者 に対 して、 日本語

を用いて丁寧に説明 してあげる場面がよく観奈できた。教室を一歩でた実社会の場面

では、予想できないよ うな様 々な場面に出くわすことにな る。相手が常に自分の知 っ

ている単語や文型だけで接 してくれるわけではないため、学習者の側 も、既習の単語

や文型だけで 自分の言いたい事をわか りやす く相手に伝 えなければならない。 中 ・上

級 の学習者 にとっては、初級 の学習者 と同 じ教室で学ぶ ことによって、そのような実

生活の場面に近い説明言語能力を教室の中で身につ けることができたのではないか。

また、それぞれの活動の申で、一人一人 の能力にあった役割が与えられていたことも、

自主的な活動を促す上 で非常 に有効に働 いていた と思 う。

2z 教豊i運欝 と教師 ・実習生の役割

 プロジェク トワークでは、学習者が主体になって動 く、 とい うのが基本であるが、

全 く教師の役割がない とい うわけではない。む しろ、 さま ざまな場面で学習者 に対す

る教師の働 きかけが重要であ り、間接的ではあるが全体 の流れをコン トロールする役

割 を教師は担 っている。例 えば、「日本人 と話そ うプ ロジェク ト」で、デ ィスカ ッシ ョ

ンのテーマを決 める段階では、教師は学習者 に対 して、 日本の社会や文化事情につい

て多 くの情報 を与 えていた。 また、 このような教師か ら学習者への 日本文化について

の情報提供 は、デ ィスカ ッシ ョンの最 中も積極的に行 われていた。 この ように、学習

者 に対 して必要な情報 を与えることは、学習者 自身の興味、関心 を十分 に掘 り起 こす

ことにもつながる。そ して、テーマを決める段階で事前 に行われ る学習者への情報提

供 は、実際のディスカ ッションを単なる情報交換に終わらせないための予防策 になっ

ている と言える。「日本人 と話そ うプ ロジェク ト」は、学習者が生の日本語に触れ、生

の 日本人の考 え方 に触れ ることの出来る貴重な機会である。それ を有意義 なものにす

るためには、事前に学習者に 日本社会 ・文化についての適切な情報インプ ッ トを行わ

なければ、デ ィスカ ッシ ョンの場が単なる情報交換で終 わって しま うとい うことであ

ろ う。J, V,ネ ウス トプニー(1995)が 述べているように、円滑なコ ミュニケーシ ョンを

行 うためには、適切なイ ンプ ッ ト、社会文化教育が必要 であ り、学習者 に対する事前

の情報 イ ンプ ッ トは、一種の社会文化教育であると言える。今回のプロジェク トワー

クでは、 日本人学生 とのデ ィスカ ッシ ョン以外 にも、発表会な どに 日本人学生の参加

を呼びか ける とい う形が取 られてお り、生の日本語 に触れ る機会 を積極的に学習者 に
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提供 していた。 日本人の学生をビジター として授業に入れ ることは、学習者が教室 と

い う限 られた場面の中で、 日本の社会文化的、社会言語的な場面に接触できることを

意味 している。今回のプロジェク トワー クで、実習生以外に何人かの 日本人学生が発

表会に参加 し、教師以外の 日本人から質問や感想 を聞 くといった機 会が学習者に与え

られ ていたのも、限 られた教室 とい う場面からの脱却につながっていたのではないか。

また、実習生が半期を通 して授業に参加 していたことによ り、学習者 が年齢の近い 日

本人の学習者の考 え方や 日本語に常時触れ られ る機会を学習者 に提供 できていたと思

う。学習者の中には、実習生以外の 日本人 と接触する機会がほとん どない と言ってい

た学習者 もいたので、授業を通 して学習者 と実習生が親 しい関係 を築 くことができた

のは、学習者が真の コミュニケーシ ョン能力を獲得す る上でも非常に効果的 に働いて

いた と考え られる。

 プロジェク トワー クの授業 は、一回ご とにその授業で何 を行 うか とい う目的が定め

られてはい るが、それぞれの活動は次の活動につながってお り、最終的には、大学で

学ぶのに必要な4技 能 の統合的な運用能力が身 につけられ るよ うにコースデザイ ンが

行われている。初 めの段階では、プロジェク トワークとい う授業形態 に学習者 が慣れ

るように、 日本人 と話すデ ィスカ ッションやお しゃべ りパーテ ィー、 自分の好きなも

のについての発表が組 まれてお り、最終発表会 に向けてのブ リッジアクティ ビティー

となってい る。 しか し、それ らの学習活動 も徐 々に内容 がアカデ ミックなものに移 っ

ていき、 日本人の意識調査 プロジェク トな どを通 して、最終発表会では自分の専門分

野について発表す るとい うmス デザインが取 られている。 このよ うな段階的なコー

スデザイ ンを取 ることは、初級の学習者 の心理的 ・学習面での不安 を軽減す ることに

もつながる。今回のプ ロジェク トワークでは、初級学習者が5名 とい うことであった

が、最後まで しっか りと授業 についてい くことができていた。学習者1人1人 が満足

い く授業内容 であ り、 目に見える学習上の成果 を出すためには、本来1人1人 に合っ

た課題を設定す るのが一香理想的である。今回のように、 レベル の差のある学習者が

一つの教室の中で学ぶ形態は
、お互いが助け合 ってある課題 を達成 させ ることができ

る、 とい う長所 もあるが、初級学習者 に とっては心理面 ・学習面において大きな負担

がかかることも事実である。 そのため今回のプ ロジェク トワー クでは、初級学習者 と

中 ・上級学習者では、や るべき課題 に少 し差をつけて、両方が満足い くよ うな配慮が

取 られていた。例えば 「文集 作成プロジェク ト」では、中 ・上級 クラスの生徒には、

ス ピーチ原稿 を 「だ ・である」体の書きことばに直す ことを要求 していたが、初級ク

ラスの生徒 には、「です ・ます」体のままで良い とい う指示を行っていた。学習者がど

の程度の文法項 目を習得 しているのか、 とい う他 の文法クラスの進み具合を考慮に入

れ、指導 してい く体制が とられていることがよくわかる。つま り、プ ロジェク トワー
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クの中の学習活動 も一貫 した流れの中で行われているが、プロジェク トワー クの授業

自体 も、他の授業 との関わ りの中に位 置づけられてい るとい うことであろう。

2.3 プコジェク トワークを通 して、どのような能力を身につけるのか

 我々は、生活の中で 「話す ・聞 く ・書く ・読む」 といった四つの言語技能 をバ ラバ

ラに用いているわけではなく、それ らを常に統合的に用いてい る。そのため、学習上

において一つ一つの言語能力 を個別に伸ばす ことも大切 ではあるが、四つの言語技能

を統合的に伸 ばしてい くこともまた重要な課題である。 プロジェク トワークは、4技

能の統合を 目標 としているため、実際の授業 もその 目的 を反映 した もの となっている。

例えば、「好 きなもの紹介プ ロジェク ト」の中の、日本人を発表会 に招待するタスクで

は、電話 をかけて招待す る方法、ハガキを書いて招待する方法、実際に訪問 して招待

する方法の三つが用意 されてお り、実社会の場面 を想定 した4技 能の統合が授業の中

で図られていた。一つ のプロジェク トワー クの中に、「話す ・聞 く ・書 く ・読む」の4

技能 をバ ランス よく伸 ばすためのタスクがいくつか用意 されている点 も、プロジェク

トワークの授業の特徴 であると言える。

 プロジェク トワー クでは、一般的には正確 さよ りもなめ らか さに重点がおかれてい

るが、授業の中で全 く正確 さを追求 していないわけではなかった。例 えば、毎回の発

表会では学習者の発表 をビデオに収め、次の授業時間時にそのビデオを学習者 に見せ、

フィー ドバ ックを行 うとい う時間が取 られていた。 また、発表会に参加 して くれた 日

本人の学生や教師に感想 を書いてもらい、客観的に 自分の発表 を見直せ るよ うな形を

取っていた。 フィー ドバ ックの時間は、学習者 自身が 自分 の日本語や発表態度を客観

的にチェ ックできるだ けでな く、他の学習者や授業に参加 している実習生か らも意見

を もらうことができ、 自分の 日本語 を見直す良い機会 となる。教師の側か ら一方的に

ここを直 した方が良い、 とい うア ドバイスをもらうのではなく、学習者 自身の気付 き

を大切に していたた め、学習者 は自分の 日本語 を客観的に観奈できる力 を身 に付 ける

ことができたよ うだった。最終発表会で、最初の頃は聞きにくかった発音の問題や、

フィラーの多 さといった問題 が改善 されていた学習者が多かったのも、フィー ドバ ッ

クの時間がきちん と取 られていたためだ と思われ る。正確 さを どこまで追求す るか、

といった問題 は非常 に難 しい ものであるが、自分の 日本語 を客観 的に観奈 し、次回 ど

の ようなことに注意すればよ り良い発表になるのか、 といったことを学習者 自身に気

付かせる時間を取るこ とは、非常に大切であると考える。

 J.V,ネ ウス トプニー(1995)は 、日本語教育には言語教育、コミュニケーシ ョン教育、

イ ンターア クシ ョン教育の三っの面が含まれていなければならない と述べている。 こ

れ は、言語行動は コミュニケーシ ョン行動の一部であ り、コミュニケーシ ョン行動は、
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イ ンターアクシ ョン行動の一部であることに起因す る。プ ロジェク トワー クの授業で

は、よ り自然な 日本語使用場面が教室内の授業に取 り入れ られてお り、社会言語能力 ・

社会文化能力 を伸ばす ことに重点が置かれていた。例えば、 日本人を発表会に招待す

る際の練習 タスクとしては、実習生を相手にmル プ レイを行い、 口頭練習を行 う時

間が取 られ ていたが、この時の先生方の指導方針 としては、 日本語 の文法的な正確 さ

そのものよ り、む しろ、 目本の社会 ・文化ルールにのっとった言語行動 ができるか、

とい う点を重要視 していたよ うに思 う。日本人な ら都合が悪い場合 どのよ うに断るか、

その際に どの ような態度を とるか、 とい うことを学習者に教えるこ とは、社会言語能

力 ・社会文化能力を伸 ばす ことにつながる。 これは、文法的に正 しい 日本語を用いて

いても、その社会に存在す る文法外 のコミュニケーシ ョンルール、実質行動について

の理解がなければ、円滑なコ ミュニケーシ ョンが取れ ない とい う考 えを反映 した もの

であると思われ る。 また、 日本人の実習生 を相手にロール プレイを行 うことは、よ り

一層実社会 に近い環境 を
、教室の中で学習者 に提供できる ことにもつながる。プ ロジ

ェク トワー クの一貫 としてロールプ レイが位置付けられた時には、単なる会話の練習

では意味がなく、文法外のコ ミュニケーシ ョンルール を含 んだものでないと意味を持

たない ことを示 してい るのではないか。全体のプロジェク トワークの流れ を見てみて

も、このよ うな考えに基づいてタスクが組まれてお り、教科書中心の授業体系 とは明

らかに異 なっている。 しか し、だか らといって既存の授業体系と全 く切 り離 されて独

立 しているか、とい うとそ うではな く、習得 した文法項 目との連携 はきちん とな され

ているのもプ ロジェク トワークの特徴である。例えば、カタカナを学習 した後に、カ

タカナの商品を実際 に店で買ってくるとい うよ うなタスクは、習った ことを実際の生

活場面の中で用いることを 目指 してお り、 この ような学習形態は理解 の定着促進 に役

立っ と思われ る。

 コミュニケーション能力は、正確 な 日本語 を用いることができれば十分であるとは

決 して言えない。 ある場面においては、 どうい う話題が適切か、 どうい う行動 を取 る

べきかな ど、その社会の文化 についての理解がなければ、十分なコ ミュニケー ション

能力がある とは言えない。プ ロジェク トワークが さまざまな場面を設定 し、脱教室化

を図ってい るのも、そのよ うな能力を学習者 に身に付 けさせるためだ と言 える。

3. 『日本事情Jの 授業を参観 して

 日本語教育実習の授業の中で、上條厚教官の 「日本語(読 解 中心)1」 の授業を参

観 させていただ く機会 をいただいた。 この授業は、学部に在籍 している留学生を対象

に しているため、扱 っている教材 も高度なものであった。授業自体 も、文章の内容読
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解 に重点が置かれてお り、授業の進 め方 は国語教育に近い ものを感 じた。 しか し、こ

の授業は 日本事情のク ラスの位置づけであるため、 日本 の社会 ・文化への理解につな

がるような教材が選択 されてお り、授業 中も日本文化についての情報イ ンプ ッ トが積

極的に行われ ていた。教師か ら学習者へ の一方的な講義形式 とい う形は、プロジェク

トワーク と異なるものであるが、 日本文化 ・日本事情について理解 をさらに深めよう

とす る場合、このよ うな講義形式の授業形態 も、上級の学習者に とっては必要なもの

なのではないだろ うか。

4. おわ りに

 留学生センターで学んだ経験は、私にとって大変貴重な ものであ り、実際 に自分の

目で 日本語教育の現場 を見ることが出来た ことは、大きな喜びであった。 また、プロ

ジェク トワークの授業 には継続 して参加することができ、学習者の学習上の変化やプ

ロジェク トワーク とい う授業形態を知る上で非常に有益であった。学習者 に対 しての

学習上のサポー トとい う面は、 自らの力不足 もあ り、十分に出来た とは言えないが、

プロジェク トワー クの授業を通 して学習者 と親 しい関係 を気付けた ことは、私 自身に

とって大 きな収穫であった。

 最後 にな りま したが、このよ うな貴重 な機会 を与えて くだ さった留学生セ ンターの

先生方、学習者の皆様 、授業以外の時間にも熱心なご指導 をいただいた沖先生に、心

か ら御礼 申し上げます。
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